
 
 

【 第２０回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

 

日   時：令和５年２月１日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所：本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者：熊本大学長                               小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

司   会：理事（広報・ブランディング・行政連携担当） 宮尾 千加子（ﾐﾔｵ ﾁｶｺ） 

 

内 容： 

 
１． 第１５回「熊本大学東光原文学賞」について（資料１） 

 

２. 「２０２２年度グッドデザイン賞グッドデザイン・ベスト100」及び「土木学会デザイン賞 

優秀賞」受賞について（資料２）  大学院先端科学研究部 准教授 田中 尚人 

 

３．その他 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 

 



熊本大学 東
光
原
文
学

賞 
主催：熊本大学附属図書館 

第15回 

11／８ 

応募締切 
令和４年 

必 着 

（火） 

 

熊
本
大
学
学
生 

（
院
生
・
留
学
生
を
含
む
） 

応
募
対
象 

 
 

小
説
（
日
本
語
） 

ジ
ャ
ン
ル 

 
 

１
人
１
篇
と
す
る 

  
 

未
発
表
作
に
限
る 

  
 

字
数 

 
 
 
 

１
２
，
０
０
０ 

 
 
 

～ 

２
４
，
０
０
０ 

字 

程
度 

応
募
詳
細 

作 

品 

募 

集 

詳しくは図書館HPにて 

https://www.lib.kumamoto-u.ac.jp/ 

学長賞 

万円 

正賞 表彰状 

副賞 図書カード 

１ 篇 

附属図書館長賞 

５万円 

正賞 表彰状 

副賞 図書カード 

３ 篇 

令和5年2月1日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料１
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﨑津・今富地区の文化的景観整備が

「2022年度グッドデザイン賞グッドデザイン・ベスト100」

及び「土木学会デザイン賞優秀賞」を受賞

【報告】

熊本大学 大学院先端科学研究部 准教授 田中尚人

令和5年2月1日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料2



主宰者挨拶より
今年度の応募件数は5,715点に達しました。記録的

な応募数となった昨年度とほぼ同じ水準で、デザイン
への社会の期待と、日々デザインに携わる皆様の熱い
思いが変わらないことが示されました。

グッドデザイン賞は、社会を良い方向に導く力を持
つデザインを発見し、社会に広げるとともに、新たな
デザインの創出につなげていくことを目指しています。
今年度のテーマ「交意と交響」の下、社会の課題や
人々の切実な想いに寄り添う意思を持ち、人々に
「あってよかった」との共感を呼び起こすデザインを
数多く見出すことができたと感じています。

惜しくも受賞に至らなかった皆様に対しましても、
デザインの価値を理解されて全力で取り組まれたこと
に対して、心より敬意を表したいと思います。
https://www.g-mark.org/activity/2022/message.html



文化的景観 とは

「文化的景観とは，以下の文化財を指します。地域における人々の生活又は生

業及び当該地域の風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理

解のため欠くことのできないもの（文化財保護法第二条第1項第五号より）」

その要件としては，①歴史，②自然環境，③生活・生業，が挙げられ，これ

らを保持する地域の景観を文化財とするものである．

【第１号】近江八幡の水郷（滋賀県近江八幡市） 【第２号】一関本寺の農村景観（岩手県一関市）

http://www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/keikan.html



国が選定する重要文化的景観（令和４年3月15日現在）

7

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/keikan/index.html

71 sights are selected as NICL area.
(15th  March, 2022
)

重要文化的景観選定箇所（九州・沖縄）26件

令和4年3月15日現在
全国に，71件の国選定
重要文化的景観がある。

8

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/keikan/index.html

46 求菩提の農村景観
47 蕨野の棚田
48 平戸島の文化的景観
49 小値賀諸島の文化的景観
50 佐世保市黒島の文化的景観
51 五島市久賀島の文化的景観
52 新上五島町北魚目の文化的景観
53 長崎市外海の石積集落景観
54 新上五島町崎浦の五島石集落景観
55 通潤用水と白糸台地の棚田景観
56 天草市﨑津・今富の文化的景観
57 三角浦の文化的景観

58 阿蘇の文化的景観 阿蘇北外輪山の草原景観
59 阿蘇の文化的景観 南小国町西部の草原及び森林景観
60 阿蘇の文化的景観 涌蓋山麓の草原景観
61 阿蘇の文化的景観 産山村の農村景観
62 阿蘇の文化的景観 根子岳南麓の草原景観
63 阿蘇の文化的景観 阿蘇山南西部の草原及び森林景観
64 阿蘇の文化的景観 阿蘇外輪山西部の草原景観
65 小鹿田焼の里
66 田染荘小崎の農村景観
67 別府の湯けむり・温泉地景観
68 瀬戸内海姫島の海村景観
69 酒谷の坂元棚田及び農山村景観
70 北大東島の燐鉱山由来の文化的景観
71 今帰仁村今泊のフクギ屋敷林と集落景観



﨑津・ 今富の文化的景観整備

﨑津・ 今富地区

阿蘇山有明海

熊本市
長崎市

天草市

﨑津地区

今富地区

●全体としての風景の価値を高める

・ 派手さは無いが風景に調和した素朴なデザイン

・ 少しずつ行き渡らせることで全体としての風景の価値を高める

デザインの幅の広さ ＜全ての公共工事にデザインの視点を行き渡らせる＞１Point

●景観デザインの視点を行き渡らせる

・ 10年以上、 ほぼ全ての公共工事を対象に

10年以上継続中 ＜住民・ 行政と連携しながら事業を進める＞２Point

●住民と一緒に考える

・ 地域の価値に気付き、 守り育てていく 意識の高まり

●地域との信頼関係の構築

・ 文化的景観や世界遺産への理解を促す長期的活動

仕組みのデザイン ＜分野横断的に景観のデザインとマネジメ ント を実現できる体制＞３Point

背景 国の重要文化的景観への選定 + 世界遺産への登録

●多様な分野を横断した議論

・ 都市計画行政、 景観行政、 文化財行政、 縦割り を排除した総合行政

●協働の場づく り

・ 住民、 行政、 専門家、 若手からベテランまで、 多様なステーク

ホルダーと共に議論



地域の子ども達とのワークショ ッ プ地域の子ども達とのワークショ ッ プ

地元の方々によるガイド地元の方々によるガイド 地元河浦高校生によるガイド地元河浦高校生によるガイド

住民手作りの竹プランター住民手作りの竹プランター

委員会の現地確認委員会の現地確認住民とのワークショ ッ プ住民とのワークショ ッ プ 模型を囲んだ検討模型を囲んだ検討

閉校した冨津小学校の総合学習今富地区のフッ ト パス倶楽部今富地区のフッ ト パス倶楽部

地元と学生協働の「 カケ」 づく り地元と学生協働の「 カケ」 づく り

地元関係者の声

行政・ 文化財担当 平田豊弘さん

河浦高校最後の生徒会長 宮﨑愛子さん

﨑津地区住民 中村美生さん

砂防ダム建設地の高岡区長（ 当時）

住む人が誇り を持てるよう な公共事業の大

切さと 、 「 景観からの島づく り 」 に踏み出

す喜びを感じました。

今富のフッ ト パスやおもてなしの竹プラン

ターづく りに長年関り 、 「 冨津ラボのお父

さん」 と して学生たちも慕っています。

河浦高校生が始めたボランティ アガイド は、

閉校した後も河浦中学校の生徒たちに受け

継がれています。

防災、 文化財保全など様々な課題に対し 、

とにかく いいものをつく り 、 今後も住民の

意見を第一にしてほしいと願っています。

地元委員のみなさん
委員会には地元代表の方にも入ってもらい、 行政や専門家とともに10年以上にわたって検討を重ねてきました。

本事業をきっかけに、 地元の行政職員、 地元代表の方や学生などの多く の人々とともに多様な活動を展開してきました。



対象施設の位置図 検討・ 整備時期

●個々の公共工事の概要
①高潮対策 ②砂防えん堤

⑤サイン ⑥漁協周辺エリア③展望広場 ④神社下ト イレ

⑨旧網元岩下家よらんかな ⑩﨑津観光交流広場⑦道の駅周辺エリア ⑧﨑津資料館みなとや

⑬つどい処まつだ ⑭電柱の移設・ 撤去⑪治山整備 ⑫転落防止柵



①高潮対策

（ ブロッ ク積み護岸： 530ｍ、 樋門：
３ 箇所、 橋： ２ 箇所等）
景観への影響を最小限に抑えることが
できるよう 、 機能を満たしながら事業
規模や施設規模を縮小した。

②砂防えん堤

（ 砂防堰堤３ 基を設計、 内１ 基が竣
工）
施工や維持管理で必要な管理道路を上
流部に位置する文化財へのアクセス
ルート と し て活用し 、 文化的景観の価
値理解促進につなげた。

⑤サイン

（ 地区内に30基程度設置）
﨑津教会周辺に限られていた来訪者の
流れを域内全体に広げるために、 地域
資源の洗い出しや回遊動線の設定段階
からデザインを実施した。

⑥漁協周辺エリア

（ 観光用駐車場： 約700㎡）
海に近く 夕焼けの景色が有名な眺望ス
ポッ ト であることから、 海方向に向け
た視線の抜けや開放感を重視した駐車
場を設置した。

③展望広場

（ 約170㎡）
高低差のあるベンチや透過性のある柵
によって眺望を引き立て、 神社と教会
の共存という 独特の文化を風景の中で
感じやすい場と した。

④神社下ト イレ

（ 建築面積51.2㎡）
本事業で最初の公共建築であったため、
その後の規範となるよう 、 﨑津の建物
の特徴を古写真から抽出し 、 集落の景
観に溶け込む建築と し た。

⑨旧網元岩下家よらんかな

（ 木造２ 階建て174.74㎡）
元々漁師の網元の住宅であったことか
ら、 漁労の営みを感じ させる空間構成
をテーマに来訪者の受け入れ施設と し
ての整備を行った。

⑩﨑津観光交流広場

（ 約700㎡）
かつては、 海から上がれる玄関のある
特徴的な旅館が建っていた。 その履歴
を残しつつ交流や観光の場と し利用で
きる海に開いた広場と した。

⑦道の駅周辺エリア

（ 道の駅﨑津： 約5440㎡・ 建築面積486.91㎡）

玄関口にあたる場所に駐車場やガイダンス
を配置し 、 集落内への車の流入を減らし徒
歩での回遊を促した。 また、 暮らしや祈り
の場を守るため、 観光マナーの情報提供も
行っている。

⑧﨑津資料館みなとや

（ 木造2階建て99.66㎡）
元々建てられていた建物の履歴を残し
ながら世界遺産センタ ーのサテライト
施設と して整備した。 ２ 階からは、 﨑
津教会を望むことができる。

⑬つどい処まつだ

（ 木造平屋95㎡）
元々建てられていた建物の部材を一部
活用し 、 景観との調和に配慮しながら
隣接する⑩観光交流広場と連続的につ
ながる資料館を整備した。

⑭電柱の移設・ 撤去

（ 﨑津教会参道周辺）
﨑津教会周辺の電柱の移設・ 撤去を行
い、 境界を正面に見据える道路上から
電柱や電線に妨げられない風景づく り
を行った。

⑪治山整備

（ モルタル吹付5箇所）
予算や期間が限られる中、 少しでも景
観に調和したモルタル吹付斜面となる
よう 境界部を地形に合わせて曲線にし 、
モルタルの色調整を行った。

⑫転落防止柵

（ ガード パイプ、 ガード ロープ）
﨑津だけでなく 、 天草全体の海岸道路
のあり方を検討したう えで、 海岸の見
え方に配慮した色彩の転落防止柵を設
置し た。

●個々の公共工事の概要

2022.11.1（火）グッドデザイン賞授賞式



2022.12.25（日）﨑津・今富地区の文化的景観整備「グッドデザイン賞グッドデザイン・ベスト100」・
「土木学会デザイン賞優秀賞」祝賀会


